
　　出荷制限

旧市町村単位
又は市町村単
位（早期出荷米
のほか、区域全
体の米）の出荷
自粛

調査したほ場の
米の販売可能
（旧市町村単位
で判断）

早期出荷米の放射性物質調査の仕組み
平成 23年 8月 5日

水 田 畑 作 課

一定の要件を備えたほ場を指定し、当該ほ場で生産された米の

安全性を確認した場合は、旧市町村単位で当該指定ほ場の米の

出荷を開始。

【要件】

・早期出荷米が作付けされていること

（収穫時期が明らかに早い、品種が異なる）

・他の米と区分して流通・管理されること

・ほ場が明確に区分できること

・指定したほ場から試料の採取ができること

早期出荷米の調査

申請のあった早期出荷米のほ場を、農

林事務所が確認し、指定する。

１ 申請ほ場の確認(現地確認）

２ 申請ほ場の特定

（写真撮影、標識設置）

予備調査（ほ場の確認と指定）

本調査（収穫後）

500Bq/kg超過

500Bq/kg以下

早期出荷米指定ほ場

指定ほ場の調査

（指定したほ場から１点を調査

する。）

農業者（申請書、位置図）

市町村長（送付書、農業者等の

申請書、位置図）

農林事務所長

想定 約200ほ場 66ha

五百川 31ha

瑞穂黄金 25ha

ひとめぼれ 8ha

まんざいらく 1ha

あきたこまち 2ha

収穫後の段階で放射性物質を測定し、出荷制限の要否を判断す

るために実施。

暫定規制値を超える場合、旧市町村単位（又は市町村）で出荷制限。

本調査の結果がすべて判明した後で、当該市町村の米の

出荷を開始。

一般米の調査

作付ほ場の申請


